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ザクロ酵母・果実の化粧料利用 
～天然由来の高機能性を評価して～ 

大阪府立園芸高等学校 バイオサイエンス科 微生物部  
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研究目的：酵母には、美肌のビタミンと言われるビタミ 

ン B 群や、肌の生成や保湿に欠かせないアミノ酸、ミネラル 

類が豊富で、これら栄養素が肌に美肌効果をもたらすと考え 

られている。昨年度、本校のザクロから分離した酵母発酵液 

の化粧材適性について調べた結果、保湿性を有するが抗酸化 

性は皆無であった。抗酸化性を有するのは酵母菌体成分では 

ないかと考えた。今年度は、酵母の菌体破砕液を試料とし、 

抗酸化性、美白作用、タンパク質濃度を調べた。比較のため 

にザクロ果実エキスも実験に供した。尚、ザクロ果実エキス 

は抗酸化性、美白作用ともに高評価の化粧材として広く使用されている。 

て化粧材としての一要素を見出した。今年度、保湿性の一因 

と考えられるタンパク質定量をおこなった。これら素材が他 

の要素を保持していると思われることから、機能性（抗酸化 

性、美白作用）に着目し抗酸化活性測定、チロシナーゼ阻害 

活性測定を試み化粧料利用の可能性を探った。 

 

分離源の園芸高校産ザクロ果実から野生酵母を分離 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        小梅果実、ゆず果実、カーネーション（花）を分離源と 

        とした選定酵母の。走査電子顕微鏡 1 万倍画像（図５~7） 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

ザクロ酵母エキス：抽出工程 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
(酵母細胞破砕エキス化の検証) 
 

 

 

 

(ザクロ酵母分離例)  

        
ザクロ果実   培養液   培養後の酵母コロニー 保存株 

       （25 ℃ 5 日後） （10５ 倍希釈） 

 

   

 

 

                      

          

                

          

  

  

                                  

振とう培養
（30℃、5日間）

遠心分離
（3000 rpm/min）

                   

遠心分離
（3000 rpm/min）

  

 

    

     ザクロ酵母エキスの抗酸化性は果実エキスに比べ低いもの 5倍希釈液 

でも 70％弱のラジカル消去率を示した。美白作用でも果実エキスに劣 

らず高い活性を示した。当初の予想通り二つの機能性を有する成分を抽出できたと

考える。一方、タンパク質濃度は低く、ザクロ果実エキスのような保湿性（しっと

り感）は期待できない。酵母エキス作成において、生育培地の種類や細胞破砕の最

良条件を検討し高収率をめざすことを課題したい。 

 

 

 

 

 

参考文献：食品の組み合わせによる抗酸化力の変化

（道家晶子 岐阜市立女子短期大学研究紀要（平成 16

年 3 月） 

 

 

        

 

         

  

 

 

 

 

 

上清 

(試料) 

細胞破砕 

走査電子顕微鏡 (SU1510) 

 1万倍観察 

ガラスビーズ破砕前 ガラスビーズ破砕後 

細胞破砕を確認 

 

  

ザクロ果実エキス：抽出工程 
 

               

無菌濾過抽出 抽出エキス 

ABTS法               測定可能 水溶性・脂溶性抗酸化物質 

 
 ｱｼﾞﾉｰﾋﾞｽ（3 ｴﾁﾙﾍﾞﾝｿﾞﾁｱｿﾞﾘﾝ 6 ｽﾙﾎﾝ酸） 

                         

                  

                  

              

 

ABTS + 
ﾍﾟﾙｵｷｼ二

硫酸ｶﾘｳﾑ  

ABTS・+working solution 
(酸化剤) 

抗酸化物質 

 

 

 

 

 

 

反応時間：4 分 
試料濃度： 
原液(№１)､2倍希釈(№2)､ 
5倍希釈(№3)､10倍希釈(№4) 
ブランク：ABTS のかわりに 

エタノール  

 

 

吸光度測定 

（734 nm） 
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原液  希 釈 液 

原理 

結果：試料(酵母エキス） 

 

試料 №1  2   3  4 

原液 希 釈 液 

ザクロ果実エキスの ABTS 

ラジカル消去率(％) 

 

試料 ＋リン酸 Buffer  

25℃  15分保温 

吸光度(475nm)測定 

チロシナーゼ（酵素） 

 

試薬調製：DOPA (2.5 mM) 

チロシナーゼ (500 U / 7.5 ml) 

 

  

 

 

ドーパ チロシナーゼ 

チロシナーゼ阻害活性を評価 
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27  

酵素反応（25℃､５分） 

ﾁﾛｼﾅｰｾﾞ 

125μl 

 試料 0.5 ml 

ﾄﾞｰﾊﾟ 1 ml 

Buffer1.625 ml 

 

試料（S） 

ｻﾞｸﾛ酵母エキス(S1)      
ｻﾞｸﾛ果実エキス(SS2) 

ｱｽﾀﾘﾌﾄ-市販化粧水-(S3) 

ブランク(ｂ）：チロシナーゼのかわりに Buffer 

コントロール(C)：試料のかわりに Buffer  

結果 

反応前 

反応後 

 

校内のザクロの樹 

ガラスビーズ(φ 1 mm) 10g

菌体湿重量 1ｇ、蒸留水 4ml
5℃、24時間（120往復/min）

 
  

収穫果実 簡易濾過 

 
 

（Lowry法） 

ウシアルブミン標準溶液(BSA) 

（濃度 0～0.20mg/ml）   

・標準液の発色 

 

 

 

 

 

・検量線作成 

BSA標準液の吸光度値(500nm） 
 

 

 

mg/ml 

反応系 

 

 

 

 

 

 

結果（試料 S、ｺﾝﾄﾛｰﾙ C） 

 

 

試料(10倍希釈液) 

0.5ml 

Cu2+ｱﾙｶﾘ溶液(A液) 

2.5ml 

ﾌｪﾉｰﾙ 

試薬(B液) 

0.25ml 

試料＋A液 

  10分室温 

B 液添加  

  30分 

ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾄ 

吸光度測定    

タンパク質濃度 

0

2

4

6

8

 

abs 

 

mg/ml 

酵母ｴｷｽ 果実ｴｷｽ 

天然酵母の分離 

試料作成１ 

試料作成 2 

タンパク質の定量 

抗酸化活性測定 

 

 

退色 
 

試料 30μl 

ABTS・ 

+working  

solution 

3ml 

結果：試料(果実エキス） 
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 試料№1   2   3   4  

試料 №1  2   3   4  

(青緑色発色） 

 

 

チロシナーゼ阻害活性測定 （美白作用試験） 

手順 

ドーパ 

25℃  5 分酵素反応 

 

  

 
S1   S2   S3 

 

アスタリフト 

S3  S3b 
果実エキス 

S2  S2b 
酵母エキス 

S1 S1b 
コントロール 

C   Cb 

反応系 

 

酵母エキス 

 

果実エキス 

   

 

酵母ｴｷｽ 果実ｴｷｽ ｱｽﾀﾘｽｸ 
 

67.8  67.7                     

32.8 

酵母ｴｷｽ 果実ｴｷｽ ｱｽﾀﾘｽｸ 

試料液のチロシナーゼ 

 阻害活性率 
％ 

吸光度測定値から阻害率を算出 

阻害率（％）＝100 －【(S－Sb) / (C-Cb)×100】  

S1   C1  S2  C2 

吸光度差(S-C) 

0.181(abs) 1.33(abs) 

 

ザクロ酵母エキスの ABTS 

ラジカル消去率(％) 

％ 

⇒ チロシン ⇒ メラニン 

考察 


